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大規模開発に大盤振る舞い大規模開発に大盤振る舞い
──自民・公明・ 民主

港区の09年度予算は、区民の運動と共産党議員団の提案が

少なからず盛りこまれたものの、一番の特徴は、森ビルや大

手企業中心の再開発補助金が24億円、これまでの4倍のスピ

ードで大規模開発を推進。その上、田町駅東口開発では、駅

前の一等地を東京ガスに明け渡し、今後6年間で総額約500億

円の施設建設に踏み出すなど、大規模開発優先の超大型予算

となっています。一方、800人にも及ぶ保育園の待機児童急

増には、解消のメドもたたない状況が明らかになりました。

共産党議員団は、大規模開発に歯止めをかけ、区民の暮ら

しと福祉を応援する様々な施策の提案・質問を行うとともに、

区民の深刻な生活実態を正面から受け止めない区の姿勢を批

判、提出された予算案に反対し、区民の皆さんのくらし・福

祉・雇用を守るための修正案を提出しました。

【港区議会第１回定例会レポート】

などが否決フォー
ラム などが否決

日本共産党 くらし応援の予算修正案を提出

予算修正案を提出する議員団

歳　入　　　　　　　　　 △6,897万6千円（保育料軽減拡大）
歳　出　　　　　　　　　　　　　 （再開発補助金24億円をカット）
☆ 仕事・くらし・住宅総合相談窓口設置　　　　　　　1,900万円増
☆ 資源回収団体への助成金の拡大　　　　　　　　　　2,100万円増
☆ 介護保険料の軽減・児童手当の支給拡大ほか 11億6,923万円増
☆ 予防接種事業の拡大　　　　　　　　　　　　　 180万円増
☆ 家賃助成事業　　　　　　　　　　　　　　　 6,374万円増
☆ 小・中学校入学支度金支給ほか 5億3,404万円増

予算修正案の主な内容

こ
の
四
月
、
区
の
認
可
保
育
園
に
入
園
で

き
な
か
っ
た
子
ど
も
は
八
〇
〇
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
深
刻
な
不
況
と
若
い
世
代
が
増

え
、
入
所
希
望
者
が
急
増
、
前
年
度
比
で
三

二
％
増
と
待
機
児
童
数
は
、
東
京
二
三
区
の

ワ
ー
ス
ト
で
す
。
区
長
は
公
約
で
「
待
機
児

解
消
」
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
待
機
児
童
は
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
今
議
会
で
は
「
今
す
ぐ

に
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
」

と
公
約
違
反
を
認
め
た
答
弁
。
共
産
党
議
員

団
は
、
区
有
地
や
、
国
公
有
地
の
活
用
を
国

や
東
京
都
に
申
し
入
れ
、
緊
急
暫
定
保
育
園

の
建
設
を
急
ぐ
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

路
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
広
場
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
な
ど
、
防
災
性
の
向
上
や
市

街
地
の
改
善
を
図
る
公
共
性
の
高
い
事
業
。

区
は
、
市
街
地
再
開
発
組
合
等
に
対
す
る
補

助
金
は
必
要
と
考
え
て
い
る
」
と
答
え
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ

う
か
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

区
は
、
こ
れ
ま
で
の
二
七
年

間
に
二
三
八
億
円
、
さ
ら
に
今

後
六
年
間
で
二
二
〇
億
円
の
補

助
金
を
出
す
計
画
で
す
。
森
ビ

ル
や
三
井
不
動
産
な
ど
が
中
心

の
再
開
発
事
業
へ
の
莫
大
な
支

援
で
す
。
共
産
党
議
員
団
は
、

「
多
く
の
区
民
の
声
に
応
え
、
補

助
金
を
キ
ッ
パ
リ
と
中
止
す
る

よ
う
」
求

め
ま
し
た
。

区
長
は
、

「
市
街
地
再

開
発
事
業

は
、
土
地

の
合
理
的

な
利
用
に

よ
り
、
道

戸建て民家に隣接する巨大ビル（三田小山町）
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一
月
か
ら
「
産
科
医
療
保
障
制
度
」
が
ス

タ
ー
ト
、
出
産
費
用
助
成
額
が
五
三
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
共
産
党
議
員
団
は
、

本
会
議
、
委
員
会
等
で
区
内
医
療
機
関
の
出

産
費
用
の
実
態
を
訴
え
、
実
態
に
見
合
う
助

成
限
度
額
の
引
き
上
げ
を
求
め
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
四
月

か
ら
限
度
額

が
六
〇
万
円

に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

区
の
駐
輪
場
や
運
動
場
の
運
営
管
理
は
、

こ
れ
ま
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
指
定
管

理
に
な
り
、
シ
ル
バ
ー
の
方
の
仕
事
が
減
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
区
は
、
シ
ル
バ
ー
を

支
援
す
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
指
定
管
理
を
増

や
し
、
仕
事
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
区
議
会

に
は
シ
ル
バ
ー
の
方
か
ら
仕
事
確
保
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
共
産
党
議
員
団
は
新
た

な
仕
事
確
保
に
つ
い
て
質
問
。
そ
の
結
果
、

品
川
駅
前
駐
車
場
管
理
の
仕
事
を
確
保
、
駅

前
自
転
車
の
整
理
時
間
の
拡
大
、
交
通
費
の

支
給
、
駐
輪
場
の
仮
眠
ベ
ッ
ド
の
設
置
な
ど

の
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

用
者
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
職
員
の
労
働
条
件
切

り
下
げ
な
ど
、多
く
の
問
題
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
世
論
に
押
さ
れ
、
国
も
介
護
報

酬
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
報
酬
引
き
上
げ
は
保
険
料
に
跳
ね
か

え
る
た
め
、
国
は
特
別
交
付
金
を
拠
出
、
区

も
介
護
給
付
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
、
保
険

料
を
据
え
置
き
ま
し
た
。

駅
前
一
等
地
を
東
京
ガ
ス
に

豪
華
施
設
建
設
の
見
直
し
を

区
は
、
今
後
六
年
間
で
九
六
二
億
円
の
基

金
を
取
り
崩
す
、
大
規
模
な
施
設
建
設
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。

中
で
も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
、
田

町
駅
東
口
北
地
区
の
整
備
で
、
計
上
さ
れ
た

施
設
の
建
設
費
は
四
百
八
十
五
億
円
。
こ
の

う
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
費

が
二
百
四
十
四
億
円
、
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
建

設
費
は
百
四
十
八
億
円
を
占
め
ま
す
。
区
は

こ
の
計
画
に
、
二
百
億
円
の
区
債
発
行
を
計

画
、
新
た
に
多
額
の
利
子
負
担
が
生
ま
れ
ま

す
。
豪
華
な
施
設
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も

高
額
で
、
利
用
料
に
跳
ね
返
り
、
誰
も
が
気

軽
に
利
用
で
き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、「
建
設
費
の
全
体
規
模

や
、
区
債
の
莫
大
な
利
子
負
担
な
ど
を
含
め

た
全
体
計
画
を
明
ら
か
に
し
、
広
く
区
民
の

声
を
聴
く
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。
区
は
、「
具

体
的
な
施
設
整
備
経
費
が
積
算
で
き
た
段
階

で
、
あ
ら
た
め
て
お
示
し
し
た
い
」
と
、
現

計
画
が
前
提
の
意
見
聴
取
の
考
え
を
示
し
て

い
ま
す
。
共
産
党
議
員
団
は
当
初
か
ら
、「
東

京
ガ
ス
な
ど
が
駅
前
の
一
等
地
を
超
高
層
ビ

ル
化
す
る
今
の
計
画
を
見
直
し
、
芝
浦
小
学

校
の
移
転
跡
地
を
活
用
し
な
が
ら
、
必
要
な

公
共
公
益
施
設
を
計
画
的
に
進
め
る
よ
う
」

求
め
て
き
ま
し
た
。

当
初
の
値
上
げ
案
は
、
物
価
上
昇
分
と
給
食

が
五
回
増
え
る
分
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
申
し

入
れ
」
の
結
果
、「
物
価
上
昇
分
の
値
上
げ
は
し

な
い
」
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

のくらし・営業支援をのくらし・営業支援を
・提案を行いました。
の提案で「港区からの暴力団追放・排除に関する緊急決議」、「政治資金の更なる
全会一致で議決されました。

田
町
駅
東
口
北
地
区
計
画

シ
ル
バ
ー
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー

仕
事
確
保
を
求
め
る

病
院
内
の
付
き
添
い
介
助

区
が
独
自
に
支
援

出
産
費
用
助
成
　

上
限
額
　
六
〇
万
円
に
増
額

日
本
共
産
党
は
、
国
の
負
担
を
増
や
し
、

区
も
一
般
財
源
の
投
入
で
保
険
料
を
引
き
下

げ
る
よ
う
繰
り
返
し
求
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
三
年
に
一
度
の
介
護
保
険
料
見
直

し
の
年
で
す
。
四
月
か
ら
の
第
四
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
、
初
め
て
保
険
料
が
据
え
置

か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
二
三
区
で
二
番
目

に
高
額
で
す
。
度
重
な
る
制
度
改
悪
で
、
利

病
院
内
の
付
き
添
い
介
助
は
、
介
護
保
険

の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
家

族
が
仕
事
を
休
む
か
、
自
費
で
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
を
頼
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
区
は
通
院
に

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
要
介
護

一
〜
五
の
高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

高
齢
者
の
み

の
世
帯
に
医

療
機
関
で
の

待
ち
時
間
に
、

区
の
支
援
策

を
決
め
ま
し

た
。
支
援
は

介
護
保
険
制

度
の
生
活
援

助
費
用
の
約

一
割
、
生
活

保
護
世
帯
は

無
料
。
実
施

は
来
年
一
月

頃
の
予
定
で

す
。

介
護
保
険
料
据
え
置
き

し
か
し
、
港
区
は
二
三
区
で

二
番
目
に
高
い
保
険
料

計画されている公共・公益施設（案）

田町駅近くの東京ガス跡地

東京23区の保険料

区の支援制度

自宅 

通院 通院 
医療機関での待ち時間 

病院内の 
付き添い介助 
区独自サービス 

介護保険制 
度における 
身体介助 
サービス 

介護保険制 
度における 
身体介助 
サービス 

自宅 

順位 23区
保険料（試算額）

第4期 増減額

1 荒川 4,613 185

2 港 4,500 0

3 新宿 4,500 200

4 足立 4,380 0

21 江東 3,800 0

22 江戸川 3,700 0

23 北 3,469 -818

奮闘

「
学
校
給
食
費
値
上
げ
」
の
動
き
が
あ
り
、
共

産
党
議
員
団
の
風

見
副
議
長
が
議
長

と
相
談
。
深
刻
な

不
況
で
雇
用
不
安

が
拡
が
る
な
か
で

の
「
給
食
費
の
値

上
げ
は
区
民
に
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
。

値
上
げ
は
や
め
る

よ
う
」
正
副
議
長

が
教
育
委
員
会
に

申
し
入
れ
ま
し

た
。

変更前 変更後 
区　分 

給食回数 給食費（月額） 給食回数 給食費（月額） 

190 3,850 195 3,950

小学校 190 4,210 195 4,320

190 4,540 195 4,690

中学校 185

低 

中 

高 

5,150 190 5,290

給
食
費
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ

正
・
副
議
長
が
教
育
委
に
要
請



意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
実
証
運
行
期
間

中
の
収
支
状
況
や
、
様
々
な
調
査
結
果
を
踏

ま
え
検
討
す
る
。
渋
谷
区
と
の
乗
り
継
ぎ
も
、

今
後
、
前
向
き
の
交
渉
を
持
ち
か
け
て
い
く
。

③
車
両
は
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
し
、
車
椅
子

が
車
内
に
固
定
で
き
る
仕
様
の
バ
ス
を
選
定
す

る
。
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
、
周
囲
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
順
次
進
め
て
い
く
と
答

弁
。共

産
党
議
員
団
の
提
案
で
開
催
さ
れ
た
台

場
地
域
で
の
地
域
交
通
に
つ
い
て
の
「
意
見

交
換
会
」
で
は
、「
住
民
の
生
の
声
を
聞
い
て

こ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」「
走
ら
な
い
こ
と

を
了
解
し
て
く
れ
と
い
う
の
か
」「
台
場
は
ま

っ
た
く
の
孤
島
だ
。
住
民
の
こ
と
を
考
え
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
等
の
意
見
が
だ
さ

れ
、
だ
れ
一
人
、
区
の
方
針
を
了
解
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
共
産
党
議
員
は
、「
住
民
の
強
い

要
望
を
大
事
に
、
区
は
住
民
の
英
知
も
集
め

て
具
体
化
す
る
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
住
民
と
の
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

え
る
建
物
の
規
制
が
な
い
の
は
納
得
で
き
な
い
」

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
「
景
観
形

成
計
画
（
案
）」
が
示
さ
れ
ま
す
。
居
住
環
境
を

守
る
た
め
の
「
景
観
計
画
」
と
な
る
よ
う
、
ご

意
見
を
港
区
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
絶

対
高
さ
制
限
」
の
導
入

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
区

は
、「
建
物
の
高
層
化
が

必
要
と
な
る
地
域
も
あ

る
。
港
区
に
ふ
さ
わ
し
い

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

上
で
、
ど
の
よ
う
な
高
さ

制
限
が
適
し
て
い
る
か
、

調
査
・
検
討
す
る
」
な

ど
、
高
層
化
の
必
要
性

を
強
調
す
る
答
弁
を
し
て

い
ま
す
。

指定暴力団稲川会の総本部事務所が、六本木
から赤坂に移転するとの１月の報道は、周辺住
民や近隣団体に多くの不安と脅威を与えました。
早速、赤坂６・7丁目町会を中心に、「指定暴力
団稲川会総本部追放・暴力団排除」の集会（約
700名参加）が開かれ、集会後、市民デモも行わ
れました。共産党議員団は、区議会も暴力団排
除の意思表示すべきと提案。議会初日に、「緊急
決議」を全会一致で議決しました。住民側はビ
ル使用禁止を求めて東京地裁に仮処分申請してい
ましたが、和解が成立、該当ビルは使用されな
いことになりました。

未曾有の経済危機に いまこそ、区民の未曾有の経済危機に いまこそ、区民の
第１回定例区議会は、2月25日から3月19日まで開かれました。
沖島えみ子議員が代表質問、いのくま正一議員が一般質問を行いました。今議会は09年度予算審議も行わ
れ、大滝議員が予算特別委員会の副委員長を務めました。共産党議員団は、日頃区民から寄せられている要

求・要望の実現のために質問
今議会では共産党議員団の
透明性を求める意見書」が、

「
ち
ぃ
ば
す
」

新
ル
ー
ト

一
日
も
早
く

台
場
地
域
に
も

「
ち
ぃ
ば
す
」
を

景
観
条
例
が
成
立

絶
対
高
さ
制
限
を
要
求

暴力団追放・排除の緊急決議

党区議団の提案実る
景
観
条
例
は
、
居
住
環
境
に
関
わ
る
良
好
な

景
観
の
形
成
に
向
け
て
　
区
が
景
観
形
成
団
体

と
し
て
法
的
根
拠
を
持
っ
て
、
景
観
形
成
に
取

り
組
む
た
め
の
条
例
で
す
。
共
産
党
議
員
団
は
、

「
こ
れ
以
上
の
高
層
ビ
ル
は
い
ら
な
い
」「
無
秩

序
な
開
発
は
ゴ
メ
ン
」
と
い
う
区
民
の
声
に
応

え
る
こ
と
、
区
は
、「
公
園
内
部
の
眺
望
点
か
ら

の
見
え
方
を
シ
ョ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
眺
望
を

阻
害
す
る
高
さ
や
規
模
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮

す
る
」
と
し
て
い
る
が
、「
高
さ
制
限
が
な
い
た

め
に
実
効
性
が
な
い
」
と
指
摘
、
改
善
を
求
め

ま
し
た
。
区
民
説
明
会
で
も
「
一
〇
〇
ｍ
を
超

町
会
で
は
、
定
期
的
に
資
源
の
集
団
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
町
会
財
政
や
リ
サ
イ
ク
ル
、

区
の
回
収
費
用
の
軽
減
な
ど
に
も
寄
与
し
、
ま

た
、
協
力
共
同
の
輪
も
拡
が
り
ま
す
。
大
変
な

仕
事
で
す
が
、
良
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
報
償
費
（
金
）
は
、
一
キ
ロ
六
円
で

す
。
小
さ
な
町
会
で
は
、
町
会
全
体
で
取
り
組

ん
で
も
経
費
を
除
く
と
、
二
十
〜
三
十
万
円
の

寄
与
で
す
。
共
産
党
議
員
団
は
、
報
奨
金
を
キ

ロ
あ
た
り
一
円
で
も
二
円
で
も
引
き
上
げ
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
区
は
「
町
会
な
ど
と
意
見
交
換

会
を
行
い
、
回
収
団
体
に
有
利
に
な
る
方
向
で

の
対
応
策
を
進
め
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

資
源
の
集
団
回
収
の
支
援
強
化
を

「
回
収
団
体
に
有
利
に
な
る
方

向
で
対
応
」
と
答
弁

町会の資源回収活動

五
路
線
の
実
証
運
行
が
今
年
度
始
ま
り
ま

す
。
共
産
党
議
員
団
は
今
議
会
で
、
①
一
日

も
早
い
実
証
運
行
に
最
大
限
の
努
力
②
渋
谷

区
の
ハ
チ
公
バ
ス
も
含
め
、
乗
り
継
ぎ
券
の

実
現
③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
確
実
な
実
施
を
求

め
ま
し
た
。
区
は
、
①
一
日
も
早
い
実
証
運

行
開
始
に
、
全
力
投
球
す
る
。
②
乗
継
券
や

割
引
に
つ
い
て
は
、
地
元
説
明
会
な
ど
で
も

6名の日本共産党議団奮

必要なし 
　：6％ 

他：6％ 
不明：7％ 

制限すべき：81％ 

暴力団が移転を予定したビル（09年区民アンケートより）

建物の高さ制限の設定は？

芝公園近くの高層ビル



国
民
健
康
保
険
料
が
ま
た
ま
た
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
増
え
る
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、
引
き
上
げ
に
な
る
の
は
、

年
収
が
約
四
〇
〇
万
円
以
下
の
方
で
す
。
共
産

党
議
員
は
、
不
況
の
も
と
保
険
料
の
負
担
増
は

避
け
る
べ
き
と
反
対
し
ま
し
た
。
自
民
、
公
明
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主
、
み
ら
い
が
賛
成
し
可
決
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
共
産
党
議
員
団
は
、
生
活
苦
か
ら

保
険
料
を
滞
納
せ
ざ
る
を
え
な
い
方
か
ら
の
国
民

健
康
保
険
証
の
取
り
上
げ
を
や
め
る
よ
う
、
繰

り
返
し
求
め
て
き
ま
し
た
。
区
は
保
険
料
を
一

年
以
上
滞
納
し
た
方
か
ら
保
険
証
を
取
り
上
げ

（
資
格
証
明
証
を
発
行
）、
滞
納
額
の
半
額
を
超

え
る
額
を
納
付
し
た
時
の
み
、
短
期
証
を
出
し

て
い
ま
し
た
。
共
産
党
議
員
団
に
相
談
に
見
え

た
方
は
、「
保
険
証
が
無
く
て
医
者
に
か
か
れ
な

い
、
な
ん
と
か
一
万
円
を
都
合
し
て
区
の
窓
口

に
き
た
が
、
滞
納
額
の
半
額
以
上
納
付
し
な
い

と
保
険
証
は
出
せ
な
い
と
い
わ
れ
、
お
金
を
持

ち
帰
っ
て
途
方
に
暮
れ
た
」
と
訴
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
訴
え
も
紹
介
、「
せ
っ
か
く
納
付
に
来

た
の
に
な
ぜ
一
万
円
を
受
け
取
っ
て
、
保
険
証

を
出
さ
な
い
の
か
」「
滞
納
者
も
保
険
証
が
も
ら

え
、
区
も
滞
納
を
減
ら
せ
、
両
方
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
。
制
度
の
改
善
を
」
求
め
、
三
月
十
六
日

か
ら
、
改
善
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
度
末
ま
で
に
、
二
〇
万
人
近
い
大
量
の

「
派
遣
切
り
」「
首
切
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

共
産
党
議
員
団
は
労
働
組
合
や
弁
護
士
な
ど
と

駅
頭
な
ど
で
労
働
相
談
を
行
い
、
相
談
者
か
ら

共
産
党
議
員
団
が
提
案
し
実
現
し
た
、
二
月

の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
区
主
催
の

「
就
職
面
接
会
」
に
は
、
多
数
の
青
年
を
含
む
八

〇
〇
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
厳

し
い
雇
用
環
境
に
あ
り
、
緊
急
支
援
策
が
必
要

で
す
。
共
産
党
議
員
は
、
今
議
会
で
「
就
職
面

接
会
」
の
早
期
再
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、「
新
年
度
の
開
催
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

十
分
調
整
の
上
、
開
催
し
た
い
」
と
実
施
に
向

け
た
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

の
訴
え
等
を
も
と
に
、
議
会
で
区
の
支
援
策
を

求
め
ま
し
た
。
深
刻
な
雇
用
問
題
を
取
り
上
げ

た
の
は
、
共
産
党
議
員
団
だ
け
で
し
た
。
住
ま

い
、
生
活
、
仕
事
確
保
の
た
め
の
庁
内
総
合
相

談
窓
口
の
設
置
を
再
々
求
め
た
の
に
、
区
長
は

「
総
合
支
所
で
、
き
め
細
か
い
相
談
に
応
じ
て
い

る
」
と
消
極
的
な
答
弁
で
し
た
。
新
宿
区
で
は
、

区
役
所
に
総
合
的
な
就
労
支
援
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
「
派
遣
切
り
」「
首

切
り
」
が
拡
が
ろ
う
と
し
て
お
り
、
港
区
で
も

就
労
支
援
窓
口
の
設
置
は
急
務
で
、
ね
ば
り
強

く
取
り
組
み
ま
す
。

国
保
証
の
取
り
上
げ

改
善
が
実
現

自
、
公
、
民
、
み
ら
い
が
賛
成

国
保
料
ま
た
ま
た
値
上
げ

国
保
料
ま
た
ま
た
値
上
げ

区民要求実現のため、がんばります。

困ったときはすぐ相談を 六名の区議の相談会が毎月開かれています。

大 滝　実 沖島えみ子 風見　利男 熊田ちづ子 星野たかしいのくま正一
（3431）3449 （3457）1525 （3443）4517 （3400）5015 （3583）1402 （3449）1202

雇
用
、
労
働
総
合
相
談

窓
口
の
設
置
を

「
就
職
面
接
会
」

新
年
度
早
々
の
実
施
を

多数の人が参加した港区の「就職面接会」

石
原
都
政
は
都
立
病
院
へ
の
歳
出
を
減
ら
す

目
的
で
、
都
立
病
院
の
統
廃
合
を
進
め
て
い
ま

す
。
都
議
会
で
は
、
梅
ヶ
丘
、
八
王
子
、
清
瀬

の
三
小
児
病
院
の
存
続
を
求
め
る
請
願
を
自

民
・
公
明
・
民
主
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
が
不
採
択

と
し
、
知
事
提
案
の
三
小
児
病
院
の
廃
止
条
例

は
成
立
し
ま
し
た
。
広
尾
病
院
の
都
立
と
し
て

の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
広
尾
病
院
は

区
民
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
医
療
機
関
で
、
入

院
・
通
院
患
者
数
は
、
一
位
か
ら
二
位
を
港
区

民
が
占
め
て
い
ま
す
。
広
尾
病
院
は
救
急
災
害

医
療
・
二
四
時
間
体
制
で
年
間
三
万
人
の
急
患

を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
小
児
科
や
産
科
、

神
経
科
な
ど
地
域
に
不
足
し
て
い
る
医
療
提
供

を
行
な
い
、
島
し
ょ
う
医
療
セ
ン
タ
ー
で
も
あ

り
ま
す
。「
広
尾
病
院
は
都
立
の
ま
ま
で
存
続
・

充
実
を
」
の
運
動
が
急
速
に
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
な
ん
と
し
て
も
守
り
ま
し
ょ
う
。

広
尾
病
院
は
都
立
の
ま
ま
で

運
動
大
き
く
拡
が
る

統
廃
合
進
め
る
都
議
会

自
民
・
公
明
・
民
主

速
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
反
対
す
る
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
与
党
会
派
は
賛
成
討
論
も
せ
ず
に
押
し

切
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主
（
民
主
四
人
、
社

民
一
人
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
港
一
人
の
計
六
人
）
の
態

度
は
矛
盾
に
満
ち
て
い
ま
す
。
民
主
党
は
都
議
選
を

控
え
、
急
に
石
原
知
事
に
対
決
ポ
ー
ズ
を
と
り
始
め

て
い
ま
す
が
、
何
の
弁
明
も
せ
ず
、
区
議
会
決
議
に

賛
成
。
社
民
党
は
、
国
会
で
決
議
に
反
対
し
な
が

ら
、
区
議
会
で
は
賛
成
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
看
板
に
関
連

施
設
や
一
メ
ー
ト
ル
一
億
円
か
か
る
高
速
道
路

整
備
を
含
め
九
兆
円
も
の
大
規
模
投
資
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
共
産
党
議
員
団
は
、
石
原
知
事
に

「
莫
大
な
税
金
の
無
駄
遣
い
を
や
め
、
都
民
の
く
ら

し
、
医
療
や
福
祉
、
雇
用
拡
大
に
活
か
す
申
し
入
れ

を
行
う
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。
教
育
長
は
、「
申
し

入
れ
を
行
う
考
え
は
な
い
」
と
都
民
の
思
い
に
逆
行

す
る
答
弁
。
定
例
会
最
終
日
、自
民
、
公
明
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
民
主
は
、
港
区
議
会
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
決

議
を
強
行
し
ま
し
た
。
港
区
議
会
に
は
、「
決
議
」

や「
意
見
書
」を
提
出
す
る
場
合
に
、全
会
一
致
で
進

め
る
と
い
う
民
主
的
な
原
則
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

踏
み
に
じ
っ
て
数
の
力
で
ゴ
リ
押
し
し
た
の
で
す
。

共
産
党
議
員
団
は
本
会
議
で
、
大
規
模
開
発
を
加

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
看
板
に

9
兆
円
の
ム
ダ
遣
い

存続を求める署名活動

区議会で

与
党
会
派
ル
ー
ル
無
視
し

「
招
致
決
議
」
強
行

東京外環道計画


